
 4  山の恵みに感謝し活かしていく 鈴木啓助（信州大学理学部教授）

 8 北海道斜里町 自然を活用しながら守る 松田光輝 

 10 青森県弘前市 津軽富士・岩木山を観光振興に活用 小山伸吉

 12 山形県鶴岡市 歴史街道を活用した民間主導の観光振興 菅原　博

 14 宮城県石巻市 ボルダリングを新たな観光資源に 村上美智子

 16 山梨県 「山梨百名山手帳」で、県内周遊観光を促進 守屋克己

 18 石川県白山市 全国のランナーが霊峰「白山」のふもとに集結 梨井淑広

 20 和歌山県高野町 世界遺産登録を機に外国人観光客が増加 高野町産業観光課

 22 岡山県西粟倉村 森林から始まる地域づくり、「百年の森林事業」 横江優子

 24 愛媛県久万高原町 山岳地形を生かし、自転車で観光振興 坂本耕紀

 26 熊本県上天草市 山ガールサミットで地域情報を発信 阿南大吉

 28 宮崎県日之影町 ココロとカラダを癒しませんか？ 甲斐拓郎

 30 鹿児島県屋久島町 自然保護と地域振興の両立 畠　幸江

 32 副基調論文  国民の祝日「山の日」制定 成川隆顕（全国「山の日」協議会 顧問）

  1 　巻頭エッセー／人も企業も輝く横浜へ 林　文子（横浜市長）

　　　　　　　　　　 　山を生かした地域振興

地方創生実践塾　平成27年度第１回　宮崎県綾町
ユネスコエコパークを活かした持続可能なまちづくり 石田達也
地域トピックス　群馬県富岡市
世界遺産にふさわしいまちを目指して 平田　学
移住・交流推進支援事業　大分県日出町
町の魅力を再発見し、住民自らの力で地域づくり 梶原新三
地域づくり団体探訪　愛知県西尾市
「島を美しくつくる会」
アートと自然・歴史の融合
リーダー塾修了者エッセー
地域づくりコーディネーターを続けています 赤須治郎

首長の思い
産業振興では地産品の販路拡大を支援 

久保田章市（浜田市長）
地域トピックス　愛知県
観光ＰＲ用のロゴマークを作成 一井　誠

センター通信

  グラビア

 2 山を生かした地域振興

47 手前みそですが…　　 【静岡県三島市】

特　集

基調論文

２０１５- ＣＯＮＴＥＮＴＳ8

表
紙

国
指
定
重
要
文
化
財
『
通
潤
橋
』

　
（
熊
本
県
山
都
町
）

　

通
潤
橋
は
１
８
５
４
（
嘉
永
７
）
年
、時
の
惣
庄
屋
、

布
田
保
之
助
が
水
不
足
に
苦
し
ん
で
い
た
民
衆
を
救
う

た
め
に
建
設
。
肥
後
の
石
工
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
石
造

ア
ー
チ
水
路
橋
で
す
。
こ
の
橋
は
、
通
潤
用
水
と
呼
ば

れ
る
水
路
の
一
部
で
あ
り
、
北
側
の
取
入
口
か
ら
橋
の

上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
通
水
管
を
通
っ
て
、
白
糸
台
地

の
あ
る
南
側
へ
水
が
吹
き
上
が
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
通
潤
橋
を
渡
っ
た
水
は
現
在
も
白
糸
台
地
上
の

約
１
０
０
㌶
の
水
田
を
潤
し
て
い
ま
す
。

　

通
潤
橋
は
石
橋
ア
ー
チ
橋
の
な
か
で
唯
一
、
放
水
す

る
橋
と
し
て
有
名
で
す
。
こ
の
放
水
は
、
通
水
管
に
溜

ま
っ
た
土
砂
吐
き
（
土
砂
の
排
出
）
の
た
め
の
機
能
で
、

現
役
の
水
路
機
能
を
保
ち
続
け
て
い
る
通
潤
橋
特
有
の

も
の
で
す
。

　

放
水
は
、
当
初
、
年
に
１
回
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
約
50
年
前
か
ら
観
光
客
へ
の
公
開
が
始
ま
り
、
広

く
知
ら
れ
る
存
在
に
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
か
ら
は
、
よ
り
多
く
の
方
が
見
学
で
き

る
よ
う
に
計
画
放
水
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は

山
都
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　　

問
い
合
わ
せ
先
＝
山
都
町
山
の
都
創
造
課

 

（
０
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６
７-

７
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）

 

（
写
真
提
供
＝
山
都
町
山
の
都
創
造
課
）
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